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当院の参加登録者状況について

緊急時参照モード

退院調整システム
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01.おきなわ津梁ネットワーク参加登録者推移
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浦添総合病院登録者数 その他施設登録者 割合

登録者全体のうち、
約12.7％の11201名を
当院でも登録。

2025年10月は156名を
新規登録。
（そのほとんどが入退院支援室で登録）



名寄せ施設数毎の登録者数

1施設
55449
65%

2施設
21286
25%

3施設
5847
7%

4施設
1842
2%

5施設以上
823
1%

1施設 2施設 3施設 4施設 5施設以上

沖縄県医師会
27643
49.9%

参加施設
27806
50.1%

名寄せ1施設の内訳

沖縄県医師会 参加施設

現状は、1施設だけ登録されている方が
大半を占めている。

2025年9月時点

＊名寄せ登録とは
他施設で参加登録された患者さんを、
自施設でも参加登録を行うこと



当院の連携患者割合

名寄せ登録患者
8777
80.5%

未連携患者
2122
19.5%

名寄せ登録患者 未連携患者

当院で登録された患者様が、他施設でも
おきなわ津梁ネットワークに参加してい
ただいている。または、他施設で登録さ
れた患者さんが当院でも参加登録できて
いる。

名嘉村クリニックさん等からご紹介いた
だく際には、名寄せ登録の依頼もいただ
いている。

連携医療機関の皆様、県医師会事務局の
皆様、ご協力ありがとうございます。

2025年9月時点



02.緊急時参照モード

•地域の病院で急患が発生した際に、画像データを事前に
急性期病院へ共有することができる。＊患者の同意取得不要

•急性期病院は画像を参照し、必要であれば事前に緊急手術の
準備を行うこともできる。

画像
アップロード

津梁ネットワーク
緊急時画像参照モード 画像参照

患者搬送
A病院 急性期病院



緊急時参照モード



利用状況（緊急参照モード閲覧ページ数）

21
16

42

79

22 23

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

浦添総合病院

216

393

162

234 234

147

32
50

35

105

43

84
103

29
47

31 35 38
21 16

42

79

22 23
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

他施設も含めた利用状況

中部徳洲会病院 南部徳洲会病院 南部医療センター 浦添総合病院



03.退院調整システム
•急性期病院から後方支援病院への転院調整を支援するシステム。
当該患者さんの画面から、「退院調整を行う」ボタンで登録。
任意の病院へ打診が可能。

• 36施設（病院/診療所32施設、介護施設4施設）と連携

転院搬送
A病院

急性期病院

C病院

B病院

後方支援病院

津梁ネットワーク
退院調整システム



退院調整システム



利用状況（退院調整システム：紹介件数）

2025年度は平均29件/月程度、
転院調整でシステム利用。
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利用状況（退院調整システム：打診先 上位5施設）

2025年度は延べ平均38人/月、
転院調整でシステムを利用。

複数医療機関への一括依頼の他、
紹介先の病院から適宜当院の
診療録や検査結果を参照して
いただけるため、確認作業の負担が
軽減。

紹介先の病院にとっても、津梁
ネットワーク参加登録前に当院の
カルテが閲覧できるメリットも。
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まとめ

• 津梁ネットワーク参加登録者87,878名中、当院では11,201名の登録を
行っている。そのうち、8,777名（80.5％）は他施設でも登録されており、
利活用できている（していただいている）。

• 緊急時参照モードや退院調整システムも併用することで、病院職員の
負担軽減に繋がり、結果的に患者さんへの良い支援にも繋がると考えられる。

• 参加病院の皆様、県医師会の皆様と連携を取りながら、津梁ネットワークを
活用していきたいと考えております。
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。


